
書
く
、
話
す
）を
測
る
た
め
に
、
実
用

英
語
技
能
検
定
やT

O
EFL iBT

®

テ

ス
ト
な
ど
の
民
間
試
験
結
果
を
活
用

す
る
大
学
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
入
試
が
変
わ
っ
て
き
た
理
由

に
つ
い
て
、「
学
力
観
の
変
化
」
に
あ
る

と
小
林
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
保
護
者
の
方
々
が
高
校
生
だ
っ
た
時

代
は
、
学
力=

知
識
・
技
能
で
し
た
。

試
験
問
題
の
み
で
測
れ
る
力
で
、
い
わ

ゆ
る
偏
差
値
と
い
う
軸
で
大
学
も
序
列

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会

や
働
き
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
予

測
不
能
な
現
代
で
は
、
既
存
の
知
識
・

技
能
だ
け
は
も
う
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
文
部
科
学
省
で
は

学
力
を
多
角
的
な
視
点
で
捉
え『
学
力

の
３
要
素
』に
整
理
し
た
の
で
す
」

　

学
力
の
３
要
素
と
は「
知
識
・
技
能
」

「
思
考
力・判
断
力・表
現
力
」「
主
体
性・

多
様
性
・
協
働
性
」の
こ
と
。
今
ま
で

の
知
識
・
技
能
が
大
切
な
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
解
決
に

向
け
て
探
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
で

き
る
力
や
、
主
体
性
を
も
っ
て
多
様
な

人
々
と
多
様
な
場
面
で
協
働
す
る
力
を

教
育
で
身
に
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｐａｒ
ｔ
２
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

高
校
で
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
変
わ
り
、
新
課
程
で
は「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
が
必
修
科
目
と

な
っ
た
こ
と
が
、
学
力
の
３
要
素
を
総

合
的
に
育
て
る
取
組
の
一
例
で
す
。
現

在
の
学
習
指
導
要
領
で
育
成
す
べ
き

資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱（
12
ペ
ー
ジ
図

１
）の
基
と
な
っ
て
い
る
の
が
学
力
の
３

要
素
な
の
で
す
。

　

大
学
受
験
の
中
核
を
担
う
、
毎
年

１
月
に
行
わ
れ
て
い
た
「
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
試

験
）。
こ
れ
が
２
０
２
１
年
度
か
ら「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」（
以
下
、
共
通

テ
ス
ト
）に
変
わ
り
ま
し
た
。
名
称
が

変
更
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
知
識
が

あ
れ
ば
解
答
で
き
る
問
題
が
減
り
、

国
語
以
外
の
教
科
で
も
多
数
の
資
料
や

長
文
を
読
み
込
ん
で
、
論
理
的
な
思

考
力
が
な
い
と
解
答
で
き
な
い
問
題
が

増
え
る
な
ど
、
問
題
の
質
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
は

共
通
テ
ス
ト
に
限
ら
ず
、
大
学
個
別
の

選
抜
試
験
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
す
。

ま
た
、
英
語
の
４
技
能（
読
む
、
聞
く
、

社
会
で
の
働
き
方
、高
校
の
学
び
が
大
き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、大
学
で
の
学
び
や
、大
学
に
入
る
た
め
の
入
試
も

保
護
者
の
時
代
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。ど
う
変
わ
り
、な
ぜ
変
わ
っ
た
の
か
、い
よ
い
よ
新
課
程
で
の
入
試
が
始
ま
る

２
０
２
５
年
度
を
目
前
に
、大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
の
情
報
誌
の
編
集
長
を
務
め
る
小
林
浩
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

1964年生まれ。株式会社リクルート入社後、グル
ープ統括業務を担当。「ケイコとマナブ」企画業務
等を担当。経済同友会に出向し、教育政策提言
の策定に関わる。その後、経営企画室、会長秘
書、特別顧問政策秘書などを経て2007年より現
職。文部科学省中央教育審議会高大接続特別
部会委員等、さまざまな委員を歴任。現在は、中央
教育審議会大学分科会高等教育の在り方検討
特別部会委員を務める（2023年～）。

リクルート進学総研所長
『カレッジマネジメント』
編集長

小林 浩さん

国
語
以
外
で
も
長
文
読
解
力
や

論
理
的
な
思
考
力
が
必
要

知
識
・
技
能
だ
け
で
な
く

学
力
の
３
要
素
を
測
る
入
試
に

保護者の時代と今の、入学者選抜における
「学力の3要素」の評価ポイントの変化

図1
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校
生
活
が
始
ま
っ
た
生
徒
た
ち
が
入
試

を
受
け
る
の
が
２
０
２
５
年
度
入
学
者

選
抜
か
ら
。
つ
ま
り
今
年
の
高
校
３
年

生
た
ち
が
新
課
程
初
の
入
試
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
各
大
学
と
も
２
０
２

４
年
度
の
入
試
と
は
大
き
く
変
わ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
そ
れ
に
先
駆
け
て
、
先
進
的
な
入

学
者
選
抜
を
既
に
始
め
て
い
る
大
学
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
全
体
的
な
流

れ
と
し
て
は
、
保
護
者
の
時
代
は
一
般

入
試
や
セ
ン
タ
ー
試
験
が
主
流
だ
っ
た

こ
と
に
対
し
、
総
合
型
選
抜
に
力
を
入

れ
て
い
る
大
学
が
増
え
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
」（
小
林
さ
ん
）

　

総
合
型
選
抜
と
は
以
前
の
Ａ
Ｏ
入
試

が
改
定
さ
れ
た
入
試
区
分
。
大
学
個

別
の
入
試
方
法
も
図
２
の
よ
う
に
見
直

さ
れ
、
保
護
者
の
時
代
と
は
名
称
も

選
抜
方
法
も
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

い
ず
れ
の
入
試
で
も
学
力
の
３
要
素
を

し
っ
か
り
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
総
合
型
選
抜
は
東
北
大
学
や
京

都
大
学
な
ど
の
超
難
関
国
立
大
学
で

の
導
入
が
注
目
さ
れ
、
全
体
と
し
て
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

「
大
学
ご
と
に
求
め
る
人
物
像
が
非
常

に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
昔
の
よ
う
に

大
学
と
生
徒
が
偏
差
値
だ
け
で
対
応

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
総
合
型
選
抜

で
は
高
校
時
代
の
探
究
で
の
活
動
内
容

を
評
価
す
る
な
ど
、
生
徒
の
さ
ま
ざ
ま

な
強
み
を
評
価
で
き
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
学
べ
る
子
ど
も
は

学
校
推
薦
型
選
抜
が
向
い
て
い
る
な
ど
、

子
ど
も
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
大
学
と
の

接
続
機
会
が
多
様
に
な
っ
て
い
る
。
保

護
者
に
は
複
雑
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
偏
差
値
だ
け
で
考
え
る
と
選

択
肢
に
入
ら
な
か
っ
た
大
学
・
学
部
で

も
、
子
ど
も
の
個
性
や
学
び
た
い
こ
と

と
実
は
マッ
チ
し
て
い
る
な
ど
、
大
学
と

の
出
会
い
の
機
会
が
増
え
て
い
る
と
捉

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」（
小
林
さ
ん
）

　

実
際
に
、
文
部
科
学
省
の
調
査（
※

1
）で
は
総
合
型
選
抜
は
２
０
２
３
年

度
に
私
立
で
92
・４
％
、国
立
で
78
・０
％

と
大
半
の
大
学
が
実
施
。
入
学
者
の

割
合
で
は
、
学
校
推
薦
型
選
抜
と
合
わ

せ
る
と
私
立
で
は
58
・
７
％
と
６
割
近

く
、
一
般
選
抜
が
主
流
と
思
わ
れ
が
ち

な
国
立
で
も
18
・
２
％
と
２
割
近
く
が

一
般
選
抜
以
外
の
方
法
で
入
学
し
、
さ

ら
に
増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
す（
図
３
）。

　

な
ぜ
入
試
や
高
校
、
大
学
の
学
び
が

変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
生
成
型
Ａ
Ｉ

の
出
現
な
ど
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
日

常
で
社
会
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
体
感

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
教
育

改
革
は
２
０
３
０
年
の
社
会
で
求
め
ら

れ
る
力
を
ど
う
育
む
か
の
検
討
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

 
「
共
通
テ
ス
ト
な
ど
大
学
の
入
試
が
変

わ
る
こ
と
を〝
入
試
改
革
〞と
よ
く
い
わ

れ
ま
す
が
、
世
の
中
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、
高
校
の
授
業
も
大
学
も
変
わ
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
然
、
高
校
か

ら
大
学
へ
の
入
口
で
あ
る
入
試
も
変
え

る
必
要
性
か
ら
、
高
大
接
続
改
革
と

い
う
大
き
な
教
育
改
革
の
一
環
と
い
う

こ
と
で
す
。
入
学
志
望
者
の
学
力
の
３

要
素
を
大
学
が
測
る
た
め
に
入
試
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
保
護
者
の
時

代
の
よ
う
に
机
に
向
か
っ
て
勉
強
す
る

だ
け
の
学
力
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
」（
小
林
さ
ん
）

　

学
力
の
３
要
素
と
入
試
の
対
応
を

表
し
た
の
が
図
１
で
す
。
当
初
は
共
通

テ
ス
ト
に
記
述
式
の
解
答
を
導
入
す
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

状
は
セ
ン
タ
ー
試
験
同
様
に
全
問
マ
ー

ク
シ
ー
ト
方
式
で
は
あ
る
も
の
の
、
前

述
の
よ
う
に
論
理
的
な
思
考
力
が
求
め

ら
れ
る
問
題
が
数
多
く
出
題
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
大
学
個
別
の
選
抜

試
験
で
は
記
述
式
問
題
や
小
論
文
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
」だ
け
で
な
く
、「
主
体
性
・

多
様
性
・
協
働
性
」
を
測
る
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
入
試
に
取
り

入
れ
て
い
る
大
学
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
か
ら
の
新
課
程
で
高

入
試
方
法
の
多
様
化
で

挑
戦
の
機
会
が
増
え
て
い
る

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
を

大
学
で
測
り
、育
て
る
た
め

国立大学の総合型選抜+
学校推薦型選抜の入学者数

図3 大学入学者選抜の入試区分の変化図2

●  出題科目が1～2科目に限定
● 記述式問題の出題なし、評価軸
が知識量や暗記力に偏りあり
● 英語：「話す」「書く」の評価が
ない

● 知識・技能の修得状況に過度
に重点をおいた選抜としない

● 学力検査、小論文など入学志願
者本人の記載する資料等によ
り、入学志願者の能力・意欲・適
性等を多面的・総合的に評価・判
定する入試方法

●  各大学が実施する評価方法等
又は「大学入学共通テスト」のう
ち、いずれか一つの活用が必須
●  本人の記載する資料（活動報告
書、大学入学希望理由書、学修
計画書等）を積極的に活用

●  各大学が実施する評価方法等又
は「大学入学共通テスト」のうち、
いずれか一つの活用が必須
●  推薦書で「学力の3要素」を評価
の記載と、大学が選抜にあたりこ
れらを活用することが必須

● 原則として学力検査を免除

※1 文部科学省「国公私立大学・短期大学入学者選抜実施状況の概要」（令和3年度
版、令和5年度版）から編集部にて集計
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「
２
０
３
０
年
が
ど
ん
な
時
代
か
は
予

測
不
能
で
す
。
テ
ス
ト
で
測
れ
る
力
は

す
べ
て
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
学
生
が
社
会
に

出
る
と
き
に
企
業
の
採
用
担
当
者
が

何
を
重
視
し
て
い
る
か
と
い
う
と〝
地
頭

（
じ
あ
た
ま
）の
良
さ
〞な
の
で
す
」（
小

林
さ
ん
）

　

大
企
業
で
も
い
つ
淘
汰
さ
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
の
が
今
の
時
代
。
答
え
が
一

つ
で
は
な
い
難
問
に
直
面
し
た
と
き
に
、

自
分
の
頭
で
ど
う
考
え
ら
れ
る
か
が
試

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
ら
課
題

を
見
つ
け
て
論
理
的
に
判
断
し
た
り
、

そ
れ
を
人
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て

解
決
策
を
見
出
し
た
り
し
て
い
け
る
か

と
い
う
地
頭
の
良
さ
は
、
偏
差
値
な
ど

旧
来
の
も
の
さ
し
で
は
測
れ
な
い
も
の

で
す
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な

け
れ
ば
、
難
関
大
学
卒
業
者
で
も
即

戦
力
で
活
躍
で
き
な
い
と
い
う
危
機
感

を
大
学
が
も
ち
始
め
、
よ
り
実
社
会

に
即
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
協
働
的
な

学
び
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 

「
先
の
見
え
な
い
時
代
で
企
業
も
大
学

も
危
機
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
高
大
接
続
改
革
と
は
、
社
会
に

出
た
そ
の
先
ま
で
を
見
据
え
た
改
革
な

の
で
す
。
入
試
も
学
校
も
変
わ
っ
て
い

く
な
か
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
我
が

子
の
学
び
に
対
す
る
考
え
方
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」（
小
林
さ
ん
）

　第１にお伝えしたいのは、大学入学が

ゴールではないということ。教育改革は

「2030年の社会と子どもたちの未来」を

テーマに検討されてきました。大学も変わ

ってきていますし、保護者の皆さんが知っ

ているいわゆる偏差値が高いとされてきた

大学以外でも、これからの時代に必要な

力をつけるための質の高いカリキュラムを

実施している学校はたくさんあります。子

どもたちの将来を見据えて、学びたいこと

が学べる大学選びをサポートしましょう。

　そして、皆さんたちの時代の常識でお

子さまにアドバイスしないように。各大学

で選抜の機会が多様になっているので、

前ページで挙げた入試区分以外にも、

学校推薦型選抜の中には保護者の時代

の指定校推薦にあたる指定校制のほか

に公募制もあります。一般選抜は、昔

は前期と後期だけでしたが、今は中期も

あります。一つの大学だけでも多様な入

口を設けているのです。保護者の思い

込みで薦めるのではなく、子ども自身が

自分に合った大学と入試方法を、自分で

調べるよう促してあげてください。

　最後に、机に向かっている時間だけが

勉強ではないということ。自分で課題を

見つけられるようになるために、どこかで

特別な体験をしにいく必要はありません。

蚊に刺されやすい妹を可哀想に思い蚊

の研究を行い、海外の大学に留学した

少年もいます。身近なことに課題を見つ

けて、それについて家族で対話をするこ

とで、学びの好奇心が育っていくこともあ

ります。「勉強しろ」と保護者が子どもに言

う時代は終わりました。「勉めて強いる」

学びではなく、内発的に自分から学びた

いことを見つけられるような学びにつなが

る可能性を含む会話が、家庭内でできる

といいですね。

70を超える企業・団体と連携し、卒業まで
に約40もの課題に取り組むというビジネ
スデザイン学部。総合型選抜を、「SDGs
プレゼン型」「探究・ビジコン活用型」「ア
トツギ型」という3つの型に分けて実施。
新たなビジネスを創出できる人材かを測る
ために、選抜試験ではビジネスアイデアレ
ポートを作成し、それについてのプレゼン、
面接、グループワークによって採点。評価
項目はレーダーチャートなど細かな個人結
果レポートで示され、合否にかかわらずフィ
ードバックされる。

数学やデータ科学は、大学における授業
はもちろん、社会に出た後、必要不可欠
になる学問だと考え重視。このため、政
治経済学部では2021年度から一般選
抜において共通テストの「数学I・A」を必
須科目とした。また、受験生がこれまで取
り組んできた地域での活動や経験、問題
意識等を踏まえ、大学で主体的に学び、
その成果を地域に還元する意欲を評価
する、「地域探究・貢献入試」（総合型選
抜）を複数の学部が2018年から実施し
ている。

島根大学では2021年度から「へるん入
試」という独自の総合型選抜を実施。読
解・表現力の筆記試験は課すが共通テス
トは課さず、同学が「学びのタネ」と名づけ
た好奇心・探究心を測る。生徒の学びた
いことと同学で学べることのミスマッチを
防ぐために出願前に面談を実施（参加は
出願要件ではない）。高校時代の取組や、
自身の「学びのタネ」を記載した出願書類
をもとに、面接を重視している。2024年
度の募集人員は全入学定員の25％以
上を占めている。
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